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 要  旨 
 
降雨予測は，がけ崩れ，浸水，土石流などに関する防災情報の提供に役立ち，
また天気に売上などが影響される食品販売やサービス業等にも，非常に重要な情
報となる．気象レーダ観測の場合は，計測誤差の範囲内で上空の詳細な降水分布
を推定できる．しかし，地形の影響で誤差が生じる問題，遠距離では低層の雲を
正確に観測できない問題などがあるため，降水量を精度よく推定することは困難
である．一方，雨量計の観測の場合は，観測点での降水量を精度よく計れるが，
上空の降水分布が得られず，特に局所的な雨の分布を定量的に把握することがで
きない．そこで，気象レーダ観測により推定された降水量を雨量計データを用い
て補正し，降水量分布を高密度かつ正確に推定することが求められている． 
予測手法としては，重回帰分析，競合連想ネットCAN2などの手法が用いられて
いる．本研究では，近年，不確実性を含む事象の予測や合理的な意思決定，観測
結果から原因を探る障害診断などに利用することのできる確率モデル（グラフィ
カルモデル）の一種として注目を集めているベイジアンネットワーク(Bayesian 
Network:BN)を用いて降雨予測を行うモデルを提案し，リカレントニューラルモデ
ルであるVery Simple Recurrent Network Plus (VSRN+)との比較を行う．この結
果の検討を行うことにより，より高精度なシステム構築の基礎を作ることを目的
とする． 
BNを降雨予測に用いた場合，VSRN+よりもパラメータが少なく，学習時間が早い
などの利点がある．本研究では下記データを用い，地点毎にBNモデルを考えるこ
とにより降雨予測を行う．計算機実験により，VSRN+と比較し，予測性能は同等か
それ以上であることを示す． 
2001年に，電子情報通信学会ニューロコンピューティング研究専門委員会で企
画された「気象レーダ情報に基づく降水量推定コンテスト」のデータは，希望者
に配布されている．本研究では，このデータにより計算機実験を行った． 
 
